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夏期講習の目的 

①重要単元の定着 

学校の長期休暇を利用し、普段より授業時間を増やして指導します。学校の授業が進まない時期だからこそ、余裕をもって、

これまでの復習や今後の予習が可能です。特に、７月までに習った各学年の重要単元の定着に力を注ぎます。定期的な復習と問

題演習が内容定着への近道です。 

②長期休暇中の学習習慣 （フォーム） の確立 

学校の長期休暇中に学習習慣が途切れてしまっては、今までの頑張りが水泡に帰してしまいます。講習の授業を日常のペース

メーカーとして、常に安定した学習習慣（フォーム）の確立を目指します。また、中学生・高校生の皆さんを中心に、授業のな

い日や授業外の時間も自習室を開放し、お子様の学習効果が上がる環境をご提供させていただきます。 

③自己ベスト更新に向けてのモチベーションＵＰ 

中学生の皆さんには、夏休み明けのテストでの「自己ベスト更新」を目指して、個々に目標をも

って課題に取り組んでもらいます。小学生の皆さんには、毎回の授業で実施する２０分間の特訓タ

イムで、国語や外国語、理科や社会のいろんなことを学んでいただき、興味の幅、視野を広げてい

きます。授業でのやりとりや、授業前後での対話を大切にし、モチベーションＵＰを図ります。 

 

小学部 指導カリキュラム 

◆夏期講習を利用して、規則正しい生活リズムを◆ 

学年 算数 国語

小１生 ７月までの復習・２０までのかず
文章読解練習・ひらがな・カタカナ練習

漢字の予習・復習

小２生 ７月までの復習・たし算とひき算のひっ算（２）
文章読解練習・漢字の復習

漢字の予習・復習  

学年 算数 国語 学年 算数 国語
小３生 小３生 あまりのあるわり算
小４生 小４生 計算の順序
小５生 小５生 倍数・約数
小６生 小６生 比とその利用

文章読解練習（物語・説明文）
漢字の予習・復習

【前期】 【後期】

７月までの復習
文章読解練習（物語・説明文）

漢字の復習

 

☆ここがポイント！☆ 

数は、１学期に学習した内容の復習と、２学期以降の予習を行います。闇雲に勉強していってもなかなか定着を

図りにくい単元が各学年共に増えてきます。夏期講習では通常授業よりもさらにポイントを絞り、より良い学習

効果を目指します。 

 低学年は学習動作の再確認を徹底して行い、中学年は基本を身に付け、応用問題・次学年以降につなげていきます。高学年は数学

につながる単元が多いので、先々のことを視野に入れ、答えを導く過程も重要視し思考力を養っていきます。 

 各学年とも学習内容が中盤に差しかかり難易度が上がってきます。夏期講習を利用し、効率よく学習していきましょう。 

語は、各学年とも教科書外の文章を扱います。様々な文章を通じて生徒の皆さんに「好奇心」を持っていた

だけるように、授業ではただ問題を解くだけではなく、深いところまで追求していきます。例えば、文章の

音読をみんなですることで読み方の勘違いがないかを確認します。そして、文章に出てくる言葉の意味を普段の日

常生活で身近に感じられる内容とからめて説明していきます。記述問題では、中学、そして高校入試での「解答の

書き方・探し方」を意識し、小学生の間にマスターできる解法を指導していきます。思考力を必要とする問題を繰り返すことにより、

理解の定着を図ります。 

算 

国 
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中学部 指導カリキュラム 

◆中１･２生はこれまでの整理と予習を！中３生は受験に向けてエンジン全開◆ 

学年 英語 数学 国語 理科 社会

中１生 PROGRAM１～５
文字の式
方程式

小説文特訓 化学分野
【地理・歴史】
総復習・演習

中２生 PROGRAM１～４ １次関数 小説文特訓 生物分野
【地理・歴史】
総復習・演習

中３生
PROGRAM４

『学習の診断』対策
２次方程式

『学習の診断』対策
小説文特訓

『学習の診断』対策
中２内容総復習

『学習の診断』対策
中２内容総復習

『学習の診断』対策

※指導カリキュラムは、学校の進度状況により変わります。 
☆ここがポイント☆ 

【中１生】 

中学１年生１学期の学習内容はそれほど難しいものではありません。しかし、全てが今後の学習の基礎になる重要単元です。

ここでの理解不足が原因で苦手科目を持ってしまう人が毎年多くなっています。また２学期以降、学習内容はだんだん複雑にな

り、正しい学習習慣を身につけておかなければ、やはり理解不足に陥ってしまいます。だからこそ、１学期が終わるこの時期に、

ここまでの学習内容を復習してきちんと身につけておかなければなりません。 
中１生の夏期講習では、１学期の学習内容の総復習を行います。また、今後の学習をスムーズに進めていくために２学期以降

に学習する内容の予習を取り入れます。目標は『学習習慣の確立』です。 

【中２生】 

「中だるみ」という言葉がありますが、２年生という学年は３年間の真ん中の学年であり、気の緩みやすい学年です。夏休み

から秋にかけては、その２年生の真ん中の時期です。いろいろなことに興味を持ち、ついつい学習以外のことに目が行きやすく

なる年頃です。しかし、この時期に学習する内容は入試に直結する重要単元が多く、ここでの理解不足は１年半後の入試に大き

な影響を与えてしまいます。 
中２生の夏期講習では、単にここまでの学習内容の復習とこれからの予習をする場ではなく、３年間で最も危険な時期を乗り

越えるための意識、姿勢、習慣を作っていくための重要な場となるのです。「夏を制する者は受験を制す」という言葉をよく聞き

ますが、２年生の夏休みこそ、実は最も重要な時期。早目からの受験準備をこの夏期講習から始めていきましょう。 

【中３生】 

中３生の夏期講習では、今回『学習の診断』に追加される２年生内容の重要ポイントを中心に徹底復習をします。長時間の学

習を通じて、これからの受験勉強に耐えうる基本姿勢を作り上げていきます。この時期で基本姿勢が完成すれば、夏休み以降は

応用の内容に取り組むことができるようになり、更なる力をつけることができます。一進学館の夏期講習を、単なる復習の場、

予習の場ではなく、「志望校合格に向けて学習姿勢、習慣を作り上げる場」としてご活用下さい。 

☆中３生 できるまで特訓☆ ※授業スケジュールの中に入っています。 

学習の診断で目標点をとるためには、得点できる状態をつくるには、どこにどれだけの力を入れな

ければいけないのか？どこまでやればいいのか？それを知っていただくために、夏期講習中に周知する

課題のチェックテストを実施し、合格点を取れるまで取り組んでいただくのが「できるまで特訓」です。

文字通り授業終了時刻までに課題が終わり切らなかったら居残り、できるまで帰れません。この特訓を

通じて、受験生として必要なことを伝え、意識・姿勢を変えていきます。 

※「できるまで特訓」は１９：００までとし、終わりきらなかった課題は翌日以降で取り組んでいただ

きます。また居残りとなった場合は食事休憩のために一時帰宅の時間もお取りする予定です。 

☆中３生 単元強化オプション特訓☆  

前後期各１５００分もの授業時間をお取りしている夏期講習ですが、それでもやれることは限られます。本科授業では時間の

都合で扱えない内容を強化するための有料特訓です。１コマから受講可能です。 

※詳細は別冊「単元強化オプション特訓」のご案内をご参照ください。 


